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平成29年度一般会計補正予算、　 条例制定などの議案を可決 条例制定などの議案を可決

　

平
成　

年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
6
月
2
日
か
ら
7
日
ま
で
の
6
日
間
の
会
期
で
開

29

か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
6
月
2
日
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
た
後
、
同
意

案
、
決
議
案
、
発
議
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
6
月
6
日
に
行
い
、
2
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
6
月
7
日
に
は
、
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
の
質
疑
を
行
い
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
閉
会
中
の
継

続
調
査
を
議
決
に
よ
り
許
可
す
る
こ
と
と
し
、
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成　

年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

29

第第第第第第第第第第 3333333333第 3 回回回回回回回回回回回
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定 例 会 の
概 要

□
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

平
成　

年
9
月　

日
付
け
を

29

30

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
阿
久

津
正
敏
氏
（
八
ツ
木
）
を
引
き

続
き
最
適
任
者
と
し
て
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
こ
と
を
議
員
全

員
が
同
意
し
ま
し
た
。

□
芳
賀
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
法
等
の
改
正
を

選
任
同
意
・
任
命
同

選
任
同
意
・
任
命
同
意意

含
む
農
業
協
同
組
合
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成　
28

年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
農
業
委
員
の
選

任
方
法
が
公
選
制
か
ら
町
長
の

任
命
制
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

現
農
業
委
員
が
平
成　

年
7
月

29

　

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

19る
た
め
、
新
た
な　

名
の
農
業

11

委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。 

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て
（
平
成　

年
28

度
芳
賀
町
一
般
会
計
）

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て
（
平
成　

年
28

度
芳
賀
町
宅
地
造
成
事
業
特

別
会
計
）

　

平
成　

年
第
1
回
芳
賀
町
議

29

会
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ

た
芳
賀
町
一
般
会
計
補
正
予
算

第
4
号
に
よ
る
繰
越
明
許
費
5

件
、
芳
賀
町
宅
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
第
1
号
に
よ

る
繰
越
明
許
費
1
件
を
平
成　
29

年
度
に
繰
り
越
し
た
も
の
。

（
質
疑
な
し
） 

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業

公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会

社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
2
4
3
条
の

3
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、
両

法
人
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
同

法
施
行
令
第
1
7
3
条
第
1
項

に
規
定
す
る
両
法
人
の
経
営
状

況
を
説
明
す
る
た
め
、
平
成　
29

年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
を

報
告
す
る
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
、

　
　
　

北
條
勲
議
員

□
芳
賀
町
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

町
の
機
関
に
係
る
申
請
、届

出
そ
の
他
の
手
続
等
に
関
し
、

情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る

方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
共
通
事

項
を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

栃
木
県
の
人
口
が
減
少
す
る

▲阿久津正敏氏

報報　

告告

条
例
制

条
例
制
定定

新農業委員
（祖母井）小林　広美
（稲毛田）佐藤　昌弘
（下延生）水沼　明栄
（与能）小林　誠子
（下高根沢）黒崎　敬治
（芳志戸）若林　孝男
（芳志戸）荷見　公子
（東水沼）小林　正志
（東水沼）石下　真吾
（東高橋）大野谷　幸
（打越新田）黒崎　俊行

規
約
変

規
約
変
更更
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平成29年度一般会計補正予算、　 条例制定などの議案を可決平成29年度一般会計補正予算、　
こ
と
に
よ
り
、
議
員
定
数
が
減
り

続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

議
員
定
数
を
維
持
す
る
た
め
に
、

市
町
ご
と
に
議
員
数
を
固
定
す

る
よ
う
変
更
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

29

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

総
額
に
4
0
1
8
万
5
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
4

73

0
1
8
万
5
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

北
條
勲
議
員
、
増
渕
さ

つ
き
議
員
、
大
根
田
周
平
議
員
、

大
島
浩
議
員
、
小
林
一
男
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
介
護
保

29

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　

総
額
に
1
2
8
万
8
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
5
9
8

■平成29年度一般会計補正予算（第1号）の主な歳入歳出
歳入

補正額項目
1,181万4千円経営体育成支援事業費補助金

県支出金
757万5千円明るく安全な里山林整備事業交付金
60万9千円自動車損害保険金諸収入

万
8
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
・
宇
都
宮
L
R
T
整
備

の
推
進
に
関
す
る
決
議
の
提

出
に
つ
い
て

　

6
月
2
日
の
本
会
議
に
上
程

し
、
議
員
全
員
で
可
決
し
ま
し

た
。
衆
参
両
議
院
議
長
と
関
係

大
臣
に
決
議
書
と
し
て
後
日
送

付
し
ま
し
た
。

議会閉会中の所管事務調査
　常任委員会は、所管する町の事務について自主的に調査を行う権
限を有しており、これを「所管事務調査」といいます。
　総務、教育民生、産業建設の各常任委員会は、議会最終日の6月7
日に閉会中の所管事務調査について議長に申し出し、議決により許
可されました。各常任委員会は次のテーマについて調査を行い、12
月定例会で調査結果を報告する予定です。

　◎総務常任委員会
　「地域防災と消防団活動について」
　就業構成や少子高齢化による団員不足が問題になっていること
から、団員確保の先進的な活動や消防団の新たな取り組みについ
て調査検討する。

　◎教育民生常任委員会
　「英語教育の充実について」
　特例校の指定を受けた小学校低・中学年の英語教育について、
効果的な在り方実現のための体制整備等の調査研究をする。
　「健康福祉施設等の整備再編について」
　老朽化している健康福祉施設の各課横断的な統廃合を含めた効
果的・効率的な施設整備の在り方を調査研究する。

　◎産業建設常任委員会
　「魅力ある芳賀町を創出するための取り組みについて」
　祖母井地区における定住・交流促進のための土地利用や生活拠
点における公共交通を生かした持続可能なまちづくりについて調
査研究する。

委 員 会 活 動

歳出
補正額項　目
41万1千円インターネット接続通信料

総務費
84万3千円子育てワンストップサービスシステム

導入費及びサービス利用料

40万8千円保健センターの空調機器及び玄関手す
りの修繕工事費衛生費

1,181万4千円経営体育成支援事業費補助金
農林水産業費 1,600万円農地耕作条件改善事業補助金

757万5千円明るく安全な里山林整備事業業務委託料
184万6千円夏期巡回ラジオ体操実施にかかる事業費教育費

□
「
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法

の
制
定
」
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

□
県
立
高
等
学
校
入
学
選
抜
で

再
募
集
実
施
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

　

議
会
に
提
出
さ
れ
た
2
件
の

陳
情
は
、
6
月
2
日
の
本
会
議

に
上
程
し
、
議
員
全
員
で
可
決

し
ま
し
た
。
陳
情
は
意
見
書
と

し
て
後
日
、
衆
参
両
院
議
長
と

関
係
大
臣
、
県
教
育
委
員
長
に

そ
れ
ぞ
れ
送
付
し
ま
し
た
。

議
会
の
決

議
会
の
決
議議

陳陳　

情情

補
正
予

補
正
予
算算
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一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質 問問問問問問問問問問問

ここが聞きたい
2人の議員が一般質問2人の議員が一般質問

　第　日目に一般質問が行われ、　 人の議員が町政について質問しました。5 2

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の
行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受
ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、
通告制とされています。
　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以
内とされています。

一般質問とは
〈次回の定例会は　月　日からの予定です〉9 4

みんなで議会を傍聴しましょう
議会は、はがチャンネルでも放送します。

－ 放映時間 －
会議当日 円円円円 午後８時から
再 放 送  翌日の午後２時から

水沼　孝夫 議員（5ページ）

増渕　さつき 議員（6ページ）

１　人事異動について
２　第6次町振興計画における基本構想の変更（修正）について
貨　町政懇談会及び地区座談会について

１　町の男女共同参画施策について



5　No.165 議会だよりはが

水沼　孝夫　議員

前
年
度
特
例
に
よ
り
勤
務

延
長
さ
れ
た
部
長
級
ポ
ス

ト
が
再
度
勤
務
延
長
さ
れ
た
。

現
有
す
る
職
員
を
最
大
限
に
活

用
し
た
行
政
運
営
が
肝
要
で
あ

り
、
高
度
な
人
材
育
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
勤
務
延
長
に
関
す

る
特
例
で
は
3
つ
の
要
件
に
法
律

上
合
致
し
た
形
で
の
対
応
が
必

要
で
あ
る
。
そ
れ
が
勤
務
延
長

に
よ
っ
て
体
の
良
い
天
下
り
ポ
ス

ト
に
な
って
し
まって
は
、
問
題
で

あ
り
、
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
再
勤
務
延
長
の
理
由
に

つ
い
て
、
昨
年
1
年
間
で
職
員
の

適
正
把
握
、
後
継
者
の
育
成
が

で
き
な
かっ
た
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ

再
任
用
で
は
い
け
な
い
の
か
に
つ

い
て
問
う
。

人
事
異
動
に
つ
い
て

町
の
人
口
は
1
万
5
0
9

3
人
で
あ
る
。
人
口
目
標

を
平
成　

年
度
に
1
万
5
0
0

39

0
人
と
し
て
い
る
が
、
加
速
度

的
に
進
ん
で
い
く
人
口
減
少
に

有
効
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
10

年
先
の
目
標
を
計
画
2
年
目
に

し
て
す
で
に
下
回
る
と
い
う
、

こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
予
測
が
甘

す
ぎ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

工
程
表
を
示
さ
ず
、
対
応
が
さ

ら
に
遅
く
な
れ
ば
深
い
傷
を
負

う
こ
と
に
な
る
。
町
と
し
て
の

基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
の
変

更
の
考
え
を
問
う
。

町
長　

平
成　

年
度
は
計

29

画
を
実
現
す
る
た
め
の
事

業
を
優
先
し
て
予
算
編
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
か

30

ら
計
画
策
定
に
向
け
た
準
備
を

進
め
、
平
成　

年
度
に
は
基
本

31

計
画
の
中
期
計
画
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。
今
後
、
基
本
構
想

の
内
容
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
検

討
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
振
興
計
画
審
議
会
に
諮
問

す
る
な
ど
の
手
順
を
踏
ん
で
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
部
2
地
区
の
再
ほ
場
整

備
計
画
を
さ
れ
て
い
る
が
、

都
市
計
画
と
は
相
反
す
る
も
の

で
、
利
益
の
相
反
関
係
に
な
る
。

祖
母
井
の
周
り
の
土
地
が
将
来
、

　

年
も　

年
も
利
用
出
来
な
く

20

30

な
れ
ば
大
問
題
で
あ
る
。
目
標

人
口
1
万
5
0
0
0
人
を
維
持

す
る
た
め
に
県
平
均
の
1
世
帯

当
た
り
の
人
員
2
・
5
4
人
を

当
て
は
め
る
と
、
世
帯
数
が
5

9
0
5
世
帯
必
要
に
な
る
。
今

か
ら
約
1
0
0
0
世
帯
も
不
足

す
る
と
い
う
予
測
が
で
き
る
。

芳
賀
高
校
跡
地
に
1
2
4
世
帯

整
備
で
き
る
が
、
そ
の
8
倍
規

模
の
区
画
、
住
居
系
市
街
化
区

域
が
必
要
に
な
る
。
芳
賀
町
は

町
全
体
の
0
・
8
％
、　

ヘ
ク

56

タ
ー
ル
の
市
街
地
し
か
な
く
、

こ
の
先
成
長
し
よ
う
が
な
い
。

人
口
減
少
は
起
こ
る
べ
く
し
て

起
こ
っ
て
い
る
訳
で
、
明
ら
か

な
土
地
政
策
の
ミ
ス
で
あ
る
。

土
地
改
良
よ
り
も
市
街
化
区
域

を
最
優
先
し
て
整
備
し
て
い
く

の
が
当
た
り
前
だ
と
思
う
が
、

見
解
を
問
う
。

第
6
次
町
振
興
計
画
に
お
け
る
基
本
構
想
の
変
更
（
修
正
）
に
つ
い
て

問

答 問

「
5
月
に
町
政
懇
談
会
が

行
わ
れ
、
多
く
の
関
係
者

が
参
加
さ
れ
た
。
町
長
か
ら
の

説
明
が
な
さ
れ
た
が
、
ス
ラ
イ

ド
の
多
く
が
項
目
の
箇
条
書
き

で
、
内
容
は
町
長
の
口
頭
の
み

で
の
説
明
が
多
か
っ
た
。」地
区

座
談
会
で
は
資
料
を
も
っ
と
活

用
し
て
解
り
や
す
く
、
多
く
の

地
域
の
声
を
伺
え
る
説
明
ス
タ

イ
ル
を
一
考
願
い
た
い
。 

問 答

町
政
懇
談
会
及
び
地
区
座
談
会
に
つ
い
て

町
長　

自
治
会
長
等
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
よ
り
解
り
や
す
い

説
明
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

問

答
建
設
産
業
部
長　

町
の
方

針
は
、
現
在
の
市
街
化
区

域
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
周

辺
の
一
部
の
農
地
に
つ
い
て
計

画
的
に
市
街
化
区
域
に
編
入
し

て
拡
大
し
、
整
備
を
し
て
い
く

考
え
で
す
。

答芳賀町国勢調査人口比較
平成17年国勢調査平成22年国勢調査平成27年国勢調査

人口（人）
対平成17年比

人口
（人）

対平成22年比
人口
（人） 増減率

(％)
増減数

増減率
(％)

増減数

16,367▲2.06▲33716,030▲5.25▲84115,189
平成17年国勢調査平成22年国勢調査平成27年国勢調査

総世帯数

1世帯
当たり
人員
(人)

対17
年比

総世
帯数

1世帯
当たり
人員
(人)

対22
年比

総世
帯数

増減数増減数
4,7143.261934,9073.05504,957

町
長　

町
職
員
に
か
か
わ

る
人
材
育
成
や
人
材
活
用

に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
認
識
し
て
い

ま
す
。
人
事
異
動
も
適
材
適
所

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
質
問
の
定

年
に
よ
る
退
職
の
特
例
は
、
対
象

者
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
答

弁
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
い
町
づ
く
り
と
は

平
成　

年
6
月　

日
に

11

23

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
平
成　
28

年
7
月　

日
に
は
「
女
性
の
職

28

業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進

に
関
す
る
法
律
―
い
わ
ゆ
る
女

性
活
躍
推
進
法
」
が
成
立
し
た
。

ま
ず
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え

を
問
う
。

町
長　

男
女
が
社
会
の
対

等
な
構
成
員
と
し
て
自
ら

の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参

加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
男

女
が
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会

的
及
び
文
化
的
な
利
益
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
と

も
に
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
性

別
に
よ
る
社
会
的
役
割
に
し
ば

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
両
性
が
対

等
な
構
成
員
と
し
て
能
力
を
発

揮
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
や
、
男
女
の
個
人
と
し
て
の

尊
厳
を
大
切
に
し
て
男
女
の
差

別
を
な
く
し
、
家
庭
生
活
を
始

め
地
域
や
職
場
な
ど
で
の
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
は
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
町
で
は
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
、
第
6
次
芳

賀
町
振
興
計
画
、
第
Ⅱ
期
男
女

共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
施
策

を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
に
よ

増渕　さつき　議員

る
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
Ⅱ
期
芳
賀
町
男
女
共
同

参
画
計
画
の
成
果
指
標
・

目
標
値
達
成
の
た
め
の
具
体
的

施
策
は
。

町
長　

男
女
共
同
参
画
の

啓
発
や
意
識
向
上
の
た
め
、

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
等
の
関

係
団
体
と
連
携
し
、「
か
が
や

く
町
民
の
つ
ど
い
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
生
涯
学

習
講
演
会
や
男
性
の
家
事
・
子

育
て
の
参
画
を
図
る
た
め
、
父

と
子
の
料
理
教
室
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
広
報
は

が
や
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
し
て
周
知
す
る
こ
と

で
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
町

民
の
意
識
を
高
め
る
よ
う
展
開

を
し
て
お
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
の
考

え
を
問
う
。

町
長　

第
6
次
芳
賀
町
振

興
計
画
及
び
第
Ⅱ
期
芳
賀

町
男
女
共
同
参
画
計
画
を
推
進

す
る
こ
と
で
柔
軟
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た

今
年
度
、
第
Ⅱ
期
芳
賀
町
男
女

共
同
参
画
計
画
を
推
進
す
る
た

め
、
推
進
委
員
会
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の

施
策
等
を
協
議
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
併
せ
て
条
例
制
定
の
必

要
性
も
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
女
性
活
躍
推
進
法
に
基

づ
く
特
定
事
業
主
行
動
計

画
」
に
お
け
る
目
標
達
成
の
た

め
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

町
で
は
平
成　

年
27

度
に
行
動
計
画
を
策
定
し

そ
の
数
値
目
標
は
、
平
成　

年
32

度
ま
で
に
管
理
的
地
位
の
女
性

職
員
の
割
合
を　

％
以
上
に
す

25

る
こ
と
、
係
長
以
上
の
女
性
職

員
の
割
合
を　

％
以
上
に
す
る

38

こ
と
、
育
児
休
業
を
取
得
す
る

男
性
職
員
の
数
を
一
人
以
上
に

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の

実
現
の
た
め
、
女
性
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
や
課
長
補
佐
、

係
長
な
ど
各
役
職
に
応
じ
た
研

修
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

「
第
Ⅱ
期
芳
賀
町
男
女
共

同
参
画
計
画
」
と
「
女
性

活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
特
定
事

業
主
行
動
計
画
」
と
の
関
係
は

調
和
の
と
れ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画

は
一
体
の
も
の
と
し
て
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
市
町
村
推

進
計
画
の
重
要
事
項
で
あ
る
特

定
事
業
主
行
動
計
画
は
調
和
が

と
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

問答

問答

問答問答

問答

▲町庁舎に掲げた懸垂幕
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聲聲
〈こえ〉〈こえ〉

私のいいたいこと私のいいたいこと

森　敦さん
（祖母井）

化性活
　地域経済は疲弊の一途をたどっていますが、私たち商業者は地域住民のニーズに応える
ためにきめ細かいサービスを提供し、ポイント事業やイベントなどを実施し、地域の活性化や
賑い創出のための努力を惜しみません。しかし大型店の進出やネットショッピングの発展、後
継者不足などは自助努力だけでは解決できない問題です。地域経済の急速な発展が望め
ない現状、せめて芳賀町の既存のお祭りやイベントが賑うように試行錯誤を重ねて欲しいと思
います。花火大会や祇園祭、イルミネーションも日時や会場を変更するだけでも、もっと盛り
上がると思います。
　地域活性化と共に、議会の活性化も必要不可欠です。芳賀町は、豊かな農作物、地方交
付税ゼロ、LRT、新食肉センターなどこれからも注目の的です。例えば議員報酬を高額にす
れば、町民の関心や議員活動や責任の向上、若者の参加など議会の活性化に繋がると思い
ます。

冨田　信道さん
（下高根沢）

町賀芳もいま住も場職
　私は、下高根沢のオートテクニックジャパンに勤務しております。以前は宇都宮に住

んでいましたが、通勤の利便性を考慮して結婚を機に芳賀町に引っ越してまいりました。

芳賀町民になってかれこれ20年ほどになり、今ではすっかりこの町になじんでおります。

　職場が近いこともあって日々の通勤は自転車なのですが、このコーナーで多くの方が

意見している街灯の少なさについての不満は私も同意見です。宇都宮方面から帰宅する

と、芳賀町に入った途端に暗くなるのでちょっと残念な気持ちになります。高齢者や子

ども等交通弱者の事故も少なくないので、ぜひとも対策していただきたいところです。

　宇都宮にも程近く豊かな自然にも恵まれたこの芳賀町がこれからも魅力的な町として

発展していくことを期待しております。

塩澤　晴男さん
（東高橋）

う思にりよだ会議
　議会だより163号の地域公民館関連質問に対し、事業費が50万円以下は補助対象から
外れると記載されています。
　それでは、対象外の地域公民館はどうしたらよいのでしょうか？　自分たちで維持し
ていくのも非常に厳しい現状と感じます。
　各行政区の高齢化、戸数の減少、一人暮らし等、行政区役員を受けられなくなってき
ている、また議員の質問のとおり公民館の老朽化が進んでいる、これが今の状態です。
これらのことを考えると町としても行政区の世帯数見直しや補助対象条件を検討して頂
き、「他市町よりもやはり芳賀町」と言われるよう未来に繋がるような町にしていただけ
ればと思います。町の方針が示されれば地区においても難しい部分はありますが、進め
やすいのではと考えます。
　将来に向けて希望ある政策を期待しております。
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議会日誌
５月
　９日・議員全員協議会
　１６日・町老人クラブ連合会総会
　１７日・第　回芳賀町議会臨時会2
　１８日・町政懇談会
　１９日・例月出納検査
　　　・芳賀中部上水道企業団定例検査
　２０日・地域公民館長連絡協議会総会
　２３日・町女性団体連絡協議会総会
　　　・町商工会通常総会
　２４日・芳賀工業団地連絡協議会定期総会
　２５日・議会運営委員会
　　　・町自治会連合会総会
　　　・真岡地区防犯協会総会
　　　・暴力団追放対策協議会総会
　２６日・真岡線愛護会総会
　　　・真岡線SL運行協議会総会
　　　・町観光協会総会
　３０日・町建設業協会総会・建災防総会
　５月３１日～６月1日
　　　・全国町村議会議長・副議長研修会

６月
　２日・第　回芳賀町議会定例会（～　日）3 7
　　　・総務常任委員会・教育民生常任委員会・産

業建設常任委員会
　７日・議員全員協議会、議会広報常任委員会
　８日・真岡法人会芳賀支部総会
　９日・芳賀郡市町議会議長会定例会
　１１日・町消防団夏季点検及びポンプ車操法競技会
　１５日・町シルバー人材センター定時総会
　２０日・芳賀地区広域行政事務組合議会臨時会
　２１日・県土整備委員会現地調査
　　　・町PTA協議会総会
　２２日・例月出納検査
　　　・町農業公社評議員会
　２３日・県町村議長会定例会
　　　・町国保運営協議会
　２６日・中部環境臨時議会
　　　・芳賀中部上水道企業団臨時議会
　　　・鬼怒川新橋整備促進期成同盟会監査
　３０日・芳賀中部上水道企業団決算監査

７月
　２日・県消防協会芳賀支部消防操法大会
　５日・行政視察受入（新潟県阿賀野市）
　１１日・議員全員協議会
　２０日・例月出納検査
　　　・芳賀中部上水道企業団例月検査
　　　・総務常任委員会
　２１日・芳賀北部広域行政推進協議会
　２８日・町消防委員会
　２９日・而今荘地域交流納涼盆踊り大会

編
集
室

　

庭
先
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
、元
気
い
っ

ぱ
い
に
咲
き
始
め
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
第
3
回
6
月
定
例
会
が

29

開
催
さ
れ
、同
意
案
等　

議
案
が
提

29

出
さ
れ
、質
疑
、採
決
を
行
い
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
地
区
座
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。町
長
は
じ
め
町
執
行
部
が

出
席
し
、地
域
の
皆
さ
ま
と
の
質
疑

応
答
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。身

近
な
質
疑
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し

た
。今
よ
り
も
少
し
で
も
生
活
が
し

や
す
い
芳
賀
町
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
読
み
や
す
く
、見
や
す

い
広
報
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
気
軽
な
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

（
議
会
広
報
常
任
委
員
会

 

副
委
員
長　

大
根
田　

弘
）

■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 
員 
長　

小
林　

俊
夫

　

副
委
員
長　

大
根
田　

弘

　

委　
　

員　

岡
田　

年
弘

　

委　
　

員　

石
川　
　

保

　

委　
　

員　

北
條　
　

勲

▲7月5日　芳賀北小学校生き物調査　赤羽光次氏（芳志戸）撮影

謹
告

芳
賀
町
議
会
議
員
は
、
公
職

選
挙
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
初
盆
の

ご
挨
拶
は
自
粛
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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